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「Ethical / エシカル」の言葉：
意味とCSWでの立ち位置



サイドイベントの日本語タイトル

エシカルな意識と行動が世界を変える
～環境問題へのあらゆる人の参画に向けて～

「倫理的。道徳上の。また、環境や社会に配慮したさま」
デジタル大辞泉

kotobank.jpより



エシカルの意味

エ シ カ ル ⇒
エ シ カ ル ⇒
エ シ カ ル ⇒
エ シ カ ル ⇒

エイキョウ
シッカリ
カンガエ
ル

影響をしっかり考える
（末吉里花さんの言葉より）



合意結論：Agreed Conclusionにおける “ethic(al)”
• CSW66 (2022) 気候変動、環境・災害リスクの減災政策とプログラムの文脈におけるジェンダー平等と、す

べての 女性と少女のエンパワメント
– 34.  The Commission recognizes that women often take the lead in 

promoting an environmental ethic, reducing resource use and reusing and 
recycling resources to minimize waste and excessive consumption, and that 
women can have a particularly powerful role in influencing sustainable
consumption decisions. （環境倫理）

• CSW65 (2021)ジェンダー平等とすべての女性と・少女のエンパワーメント達成のための女性の公共生活に
おける完全かつ効果的な参加と意思決定及び暴力根絶
– 42.  The Commission reaffirms the right to education for all women and girls, 

and stresses that equal access to inclusive, equitable and high-quality 
education significantly contributes to the achievement of gender equality 
and the empowerment of all women and girls by providing them with 
opportunities, knowledge, capacity, aptitudes, skills, ethical values and 
understanding to enable women’s full and effective participation in public life.

• CSW57 (2013) 女性及び女児に対するあらゆる形態の暴力の撤廃と防止
– 34. (ooo)  Improve the collection, harmonization and use of administrative 

data, . . . ensuring that confidentiality, ethical and safety considerations are 
taken into account in the process of data collection,



関連語句 “climate justice”（気候正義）

• CSW66 (2022)気候変動、環境・災害リスクの減災政策とプログラムの文脈におけるジェン
ダー平等と、すべての 女性と少女のエンパワメント
– 24. The Commission notes the importance of ensuring the integrity 

of all ecosystems, including oceans, and the protection of 
biodiversity, recognized by some cultures as Mother Earth, and 
noting the importance for some of the concept of “climate justice” 
when taking action to address climate change.

（参考）”climate justice” is used as a term for viewing               
‘climate change’ as an ‘ethical issue’ and . . .

Wikipedia UTC版より



登壇者紹介とそれぞれの話題



• モデレーター 紙谷雅子さん / 学習院大学法学部教授
– モノの生産増による経済成長が齎した気候変動，その被害をより多く受ける女性と女児，解決のカギは

「自分たちがエシカルに生きること」、ポリアンナのように「よかった探し」を負けずに頑張る

• パネリスト１ 末吉里花さん / 一社）日本エシカル協会代表理事、日本ユネスコ国内委員会広報大使
– "エシカル消費と気候変動 ～100 人の一歩が世界を変える～"
– １人の100歩ではなく； チョイスとヴォイス； エシカルな仲間を増やす

• パネリスト２ 大塚桃奈さん / 上勝町ゼロ・ウェイストセンター“WHY”（株式会社BIG EYE 
COMPANY）最高環境責任者
– "2030 年、ゼロ・ウェイストに向けて ～小さな町の大きな挑戦～"
– 3大努力：①消費の責任 ②廃棄の透明性 ③女性のエンパワメント ・参画 ⇒ 循環型社会の形成

• パネリスト３ カール・リンドべリさん /元ユネスコ・ハイレベル・パネルESD 特別顧問、スウェーデンウプサラ市
市議会副議長
– "幼稚園から大学まで～もっと推進しよう、持続可能な開発のための教育～"
– 民主主義のための教育 ⇒ ジェンダー平等 ⇒ SDGsすべてのゴール達成へ

• パネリスト４ 内川知美さん /独立行政法人国際協力機構（JICA）ガバナンス・平和構築部ジェンダー平
等・貧困削減推進室室長
– "国際協力におけるジェンダー平等とエシカル消費～JICA キルギス一村一品プロジェクトの事例から～“
– エシカルな意識と行動が環境にやさしい生産活動を通して女性のエンパワメントに寄与する好事例



Q & A での議論から



• Q １．人々が「意識」から「行動」へ移すことができるようになるには何が必要か？
– A．先ず問題となっている事柄について正しい知識を得ることが大切。その上で、知ったことに基づき行

動するように教育すること。またこのようなセミナーや会議、ワークショップなどに参加する経験を通して、
初めて（知識を）必要な行動を引き起こす価値あるものに変えることが可能となる。

• Q ２．グレタ・トゥーンベリのように、声をあげる市民がどうしたら育つのか？
– A．彼女自身が持っているものに負うところが大きいが、世界の多くの人々が気候変動の危機的状況

に対して責任を感じていることが強く働き、それを受け止めたグレタが声をあげる責任を果たした結果であ
り、その背景にクリティカルシンキングのような論理的・構造的に思考し自分の信念・意思を示すことがで
きるような能力など、民主社会の形成・実現に向けた教育を行っていることの影響はあり得る。

• Q ３．どうしたら地域住民が提唱に挙って賛同し、活動に積極的に参画するようになる
か？
– A．先ずコミュニケーションが大切。ことに先ず市民からのボトムアップそして行政側からのトップダウンの

双方が強く働き掛け合える緊張関係が重要。双方共それぞれの責任を自覚し力を発揮する必要がある。

• Q ４．エシカル消費を、経済的に厳しい女性たちが実践するのは難しいのではないか？
– A. 製造者や販売者へ要望することで商品の価格を下げる働きかけをする。さらにアドボカシーで広める。
– A．エシカル商品の価格を下げるためにも、余裕のある富裕層はその購買力を誇示することなく、率先し

てエシカル消費を実践する責任がある。



SDGs ゴール５と
Environmental Ethic（環境倫理）



１．CSW66合意結論
⇒ 環境倫理(Environmental Ethic）は、女性がリーダーシップを

発揮し促進されていることが確認されている。- - - 女性
２．環境破壊・気候変動の原因は、人間のこれまでの行動と社会構
造・体制 - - - 社会
⇒ この改善には，人間のエシカル意識（他者：環境と社会に配慮）

の観点から社会を正す民主化社会への変革が必要
⇒ 民主主義社会の根幹は人権尊重と平等社会
⇒ 平等社会はジェンダー平等の基盤
⇒ ジェンダー平等が達成される社会は、環境と社会に配慮する
⇒ SDGsの他のゴール: 貧困削減、すべての人の健康、その他の達成へ



登壇者の皆さん，
ロジ担の皆さん，
ありがとうござい
ました。

本報告会参加
の皆さん、視聴して
いただき、
感謝いたします。
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